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西日本旅客鉄道株式会社 

 

鉄道駅バリアフリー料金制度に関する 

整備等計画の変更について 
 

 JR 西日本では、より安全に安心して鉄道をご利用いただけるよう、駅のホームにおける

安全性向上を重要な経営課題ととらえ、ハード・ソフトの両面からさまざまな取組みを進め

ております。 

2023 年 4 月 1 日から京阪神地区の整備対象エリアにおいて、鉄道駅バリアフリー料金制

度を活用し、お客様のご理解とご協力をいただきながら、バリアフリー設備の整備を進めて

おります。また、ホーム柵・ホーム安全スクリーンの整備については、「ＪＲ西日本グルー

プ鉄道安全考動計画 2027」の 2027 年度の到達目標として着実に進めることで、ホームか

らの転落による列車とお客様の接触事故の防止を図ってまいります。 

 

このたび、2022 年 8 月 19 日に届出を行った整備等計画の一部変更を行い、本日、国土交

通省近畿運輸局へ届出を行いましたのでお知らせします。 

 

（１）エスカレーターに関わる設備更新、維持管理費の追加 

同制度の対象となるエスカレーターを対象設備に追加します。 

 

（２）整備・料金収受エリアの変更 

2025 年度より予定している整備対象エリア・料金収受エリアの拡大については、湖西線 

堅田～山科間を追加して計画を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR西日本7JV一フ
もっとつながる。未来が動き出す。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2022 年 8 月 19 日に届出を行った整備等計画から湖西線 堅田～山科間を追加しております。 

 

整備対象エリア・料金収受エリア 
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今回ご案内の取り組みは、SDGs の 17 のゴールのうち、特に 9 番、10 番、11 番に
貢献するものと考えています。 

2022年度から先行して整備を進めているエリア 

(2023年 4月より料金収受開始) 
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2025年度に整備を拡大するエリア 

(2025年春より同エリアで料金収受を開始予定) 

「



年間徴収額

（百万円）

（2023～2024年度）3,100

（2025～2027年度）4,400

（同左）2,100

（同左）2,700
0

料金徴収

対象駅
　別添による

全期間

① ホーム安全スクリーン※、ホーム柵(TASC含む)

　　・転落リスクを基本とした優先度により、ホーム安全スクリーンおよびホーム柵の整備を促進

　　・ホーム安全スクリーンは2032年度までに整備対象エリア全域に整備

※センサーによりお客様の転落を検知し、速やかに列車を止めるシステム。2033年度以降はホーム安全スクリーン

を順次、ホーム柵に置き換えていくことを基本とし、ホーム安全スクリーンの効果を検証しつつ、ホーム安全対策方

針の検討を行う

② 段差解消

　　・乗降3,000人以上駅、および2,000～3,000人で自治体の基本構想(生活関連施設)

　　　に位置付けられた駅に、段差解消を実施

　　・必要に応じてバリアフリー経路複数化も実施

③ ホームと車両の段差隙間縮小

　　・大阪環状線を中心に実施

④ 料金収受システム等改修

　　・段階的収受計画に従い改修を実施

2021～2025年度

① ・2033年度以降にホーム柵を整備する駅に対し、ホーム安全スクリーンを整備

　　・乗降10万人以上の駅を優先し、ホーム柵を整備

② 乗降3,000人以上駅への段差解消、経路複数化を実施

③ 大阪環状線に段差隙間縮小を実施

④ 料金ｼｽﾃﾑ等を改修

2026年度以降

（2027年度まで）

① ・2033年度以降にホーム柵を整備する駅に対し、ホーム安全スクリーンを整備

　　・乗降10万人以上の駅を優先し、ホーム柵を整備

② 乗降3,000人以上駅への段差解消、経路複数化を実施

総徴収額 31,700 百万円

53,400 百万円

総整備費 （2025年度までの計画：30,100　百万円　　2026年度～2027年度の計画：23,300　百万円）

　※2028年度以降も継続予定

7,100 百万円（2025～2027年度）※2028年度以降も継続予定

徴収期間 5 年間（2023.4～2028.3）

年間徴収額

備考

※１:１ヵ月300円、３ヵ月900円、６ヵ月1,800円

※２:新幹線定期券、在来線特急列車用定期券、特別車両定期券、普通回数券、団体乗車券、貸切乗

車券、一部の特別企画乗車券を含む

※普通券の設定額については、大人１乗車当たりの料金を記載すること。

※定期券の設定額については、全ての定期券料金から算出した１乗車当たりの平均額を記載し、備考欄に各期間別（１ヵ月・３ヵ月・６ヵ月など）の料金を記

載すること。

※回数券や企画乗車券などの券種から徴収する場合は、備考欄に該当する券種名を記載するとともに、定期外の年間徴収額に該当する券種からの年間徴収額

も含めて記載すること。

5,200 百万円（2023～2024年度）

設定額（円） 10 10 ※１ 0

料金額

定期外 定期券

普通券
（磁気券）

普通券
（IC）

通勤定期券 通学定期券
券種

（様式1-1）

バリアフリー整備・徴収計画

鉄軌道事業者名 西日本旅客鉄道株式会社

整備方針



料金収受エリア図
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2023年度～

整備対象エリア

※料金収受エリア内でご利用になる場合が対象

（新幹線をご利用になる場合を含む）

料金収受エリア

＝「電車特定区間」「大阪環状線内」エリア

料金収受エリア

堅
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（様式1-2）

9(19) 駅 １９(63) 番線 百万円

0(2) 駅 0(4) 基

0(1) 駅 0(4) 基

6 駅 14 番線 百万円

47 駅 142 番線 百万円

15 駅 25 基 百万円

7 駅 29 基 百万円

百万円

百万円

百万円

番線

駅

駅

百万円

備考 ※ホーム柵、エレベーター、エスカレーターのカッコ内は整備に着手している数を示す

備考

エレベーター 500

エスカレーター 1,300

一経路確保駅 ―

二経路以上確保駅 ―

200

備考

段差解消駅数

計画期間内の整備費（（１）～（３）の合計） 30,100 百万円

　計画期間内の料金徴収によるホームドア設置番線数・段差解消駅数

ホーム柵設置番線数 19

その他費用
（駅務機器改修費・駅頭表示改修費など）

400

※整備数：計画期間内に供用開始する設備の数

※整備費：計画期間内に整備する設備の費用（計画期間内に供用開始しない設備の費用も含む。）

（３）維持管理費・収受システム改修費・その他費用（駅務機器改修費・駅頭表示改修費など）

維持管理費（附帯費用含む） 4,700

収受システム改修費 1,700

②　車両更新

路線名 整備数 整備費

（２）更新費（附帯費用含む）

①　設備更新

設備名 整備数 整備費

ホーム安全スクリーン 5,000

段差隙間縮小に資する設備 300

ホーム柵 16,000

エレベーター

エスカレーター

バリアフリー整備・徴収計画（計画期間：2021.4～2026.3）

整備内容

（１）設置・改良費（附帯費用含む）

設備名 整備数 整備費



（様式1-3）

8(16) 駅 18(61) 番線 百万円

2 駅 4 基

1 駅 4 基

36 駅 101 番線 百万円

1 駅 2 番線 百万円

24 駅 30 基 百万円

8 駅 20 基 百万円

百万円

百万円

百万円

番線

駅

駅

百万円

備考 ※ホーム柵のカッコ内は整備に着手している数を示す

備考

ホーム柵 200

エレベーター 700

エスカレーター 900

一経路確保駅 1

二経路以上確保駅 1

1,400

備考
※本制度の活用は2028年度以降も継続する予定のため、本制度終了時に必要となる収受シス

テム改修費及びその他の費用について、本様式には計上していない

段差解消駅数

計画期間内の整備費（（１）～（３）の合計） 23,300 百万円

　計画期間内の料金徴収によるホームドア設置番線数・段差解消駅数

ホーム柵設置番線数 18

その他費用
（駅務機器改修費・駅頭表示改修費など）

―

※整備数：計画期間内に供用開始する設備の数

※整備費：計画期間内に整備する設備の費用（計画期間内に供用開始しない設備の費用も含む。）

（３）維持管理費・収受システム改修費・その他費用（駅務機器改修費・駅頭表示改修費など）

維持管理費（附帯費用含む） 2,500

収受システム改修費 ―

②　車両更新

路線名 整備数 整備費

（２）更新費（附帯費用含む）

①　設備更新

設備名 整備数 整備費

ホーム安全スクリーン 3,500

ホーム柵 14,100

エレベーター

エスカレーター

バリアフリー整備・徴収計画（計画期間：2026.4～2028.3）

整備内容

（１）設置・改良費（附帯費用含む）

設備名 整備数 整備費
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